
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

（
１
）
核
兵
器
禁
止
条
約
に

つ
い
て 

①
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
の

市
の
認
識 

②
平
和
首
長
会
議
が
日
本
政
府
に 

対
し
て
提
出
し
た
核
兵
器
廃
絶

へ
の
要
請
に
つ
い
て
の
見
解 

 

（
２
） 

被
爆
者
の
証
言
と
記

憶
の
伝
承 

①
被
爆
者
の
証
言
と
記
憶
の
伝
承 

②
原
爆
パ
ネ
ル
の
展
示 

③
広
島
の
高
校
生
に
よ
る
「
原
爆

の
絵
」
の
展
示 

（
３
）
学
校
教
育
に
お
け
る

証
言
・
伝
承
活
動
・
平
和

教
育 

①
本
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の

被
爆
者
の
証
言
・
伝
承
活
動
へ

の
見
解 

②
学
校
教
育
に
お
け
る
被
爆
者

の
証
言
活
動
と
平
和
教
育
の

内
容 

③
市
民
が
主
催
す
る
戦
争
展
へ

の
後
援 

    

（
１
）
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金 

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
目

的
・
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
被
保
険
者
へ
の
説
明
、
周
知 

②
保
険
税
の
負
担
増
と
な
ら
な

い
た
め
の
国
の
財
政
措
置
に

つ
い
て
の
取
り
組
み 

 
 

 

（
２
）
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て 

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

以
降
の
、
１
人
あ
た
り
平
均
保

険
料
額
の
推
移 

②
医
療
費
の
負
担
割
合
の
１
割

負
担
・
３
割
負
担
の
人
数
・
割

合 

③
配
慮
措
置
の
対
象
人
数
・
割
合 

  

（
３
）
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書 

①
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
発
行
数 

②
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定 

書
の
自
動
送
付
の
考
え 

 

（
４
）
エ
ア
コ
ン
の
購
入
助

成
制
度 

①
熱
中
症
対
策
と
し
て
の
エ
ア

コ
ン
の
使
用
に
つ
い
て
の
認
識 

②
エ
ア
コ
ン
購
入
費
を
助
成
す
る

本
市
独
自
の
助
成
制
度 

 

豊
田
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
２
０
日
に
開
会
。
会
期
は
３
月
１
８
日
ま

で
の
２
７
日
間
で
す
。
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
一
般
質
問
で
市
民

の
声
を
も
と
に
市
政
に
提
起
し
ま
す
。（
日
程
参
照
） 

質
問
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 根

本

み

は

る

市

議 

2月20日 金 10時 本会議（開会、議案上程、説明）

2月24日 火 10時 本会議（代表質問）

2月25日 水 10時 本会議（一般質問）

2月26日 木 10時 本会議（一般質問）

2月27日 金 10時 本会議（一般質問）

3月3日 火 10時 本会議（議案質疑・付託）

3月4日 水 10時 予算決算委員会（当初予算説明会）

3月5日 木 10時 予算決算委員会（当初予算説明会）

3月9日 産業建設委員会

予算決算委員会　産業建設分科会

3月10日 環境福祉委員会

予算決算委員会　環境福祉分科会

3月11日 教育社会委員会

予算決算委員会　教育社会分科会

3月12日 地域生活委員会

予算決算委員会　地域生活分科会

3月13日 企画総務委員会

予算決算委員会　企画総務分科会

3月17日 火 10時 予算決算委員会（分科会長報告、意見、採決）

3月18日 水 10時 本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

金

木

水

火

月

10時

10時

10時

10時

10時

（
多
少
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 



 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

もとむら伸子 

前衆院議員 

愛
知
県
は
来
年
度
に
中
高
一
貫

校
を
５
校
、
豊
田
で
は
豊
田
西
高
で

開
校
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
刈
谷
、
明
和
な
ど
４
つ
の
進
学
校

を
中
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
競
争

率
は
高
い
が
問
題
も
あ
り
ま
す
。
豊

田
西
校
は
普
通
科
が
１
学
年
８
学

級
で
す
。
中
高
一
貫
で
付
属
中
学
と

し
て
２
学
級
（
８
０
名
）
の
「
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
」
で
募
集
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
学
棟
と
体
育
館
が

建
設
中
で
す
。
豊
田
西
高
は
夜
間
定

時
制
高
校
も
あ
り
、
さ
ら
に
夜
間
中

学
も
開
校
予
定
で
あ
り
、
現
状
で
も

施
設
が
古
く
複
雑
で
多
様
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
で
過
疎
地

の
高
校
（
加
茂
丘
、
足
助
）
な
ど
県

下
で
定
員
割
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
中
高

一
貫
校
の
導
入
目
的

な
ど
、
多
く
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。 

 

１ 

人
口
減
少
で
定

員
割
れ
も
あ
り
、
有

名
大
学
へ
の
進
学

者
数
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
す
る
た
め
、
競

争
刺
激
を
維
持
す

る
。 

 
 

そ
の
た
め
弊
害

と
し
て
、
塾
通
い
な

ど
受
験
競
争
が
小

◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 

すやま初美 

党中央委員 

 

総
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
が
衆
議

院
の
３
分
の
２
を
占
め
る
も
と
で
、

２
月
１
８
日
、
特
別
国
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
国
会
で

の
粘
り
強
い
論
戦
と
切
実
な
要
求

に
基
づ
く
運
動
を
強
め
、
高
市
政
権

の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。 

 

比
例
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
比
例
候

補
と
し
て
奮
闘
し
た
も
と
む
ら
伸

子
前
衆
院
議
員
は
、
「
自
民
党
の
議

席
は
小
選
挙
区
制
度
の
も
と
で
の

議
席
で
、
高
市
政
権
が
国
民
と
の
間

に
抱
え
る
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
。
日
本
共
産
党
は
国
会
内
外

で
、
国
民
と
と
も
に
、
暮
ら
し
、
平

和
、
人
権
を
守
る
政
治
に
力
を
尽
く

す
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

同
じ
く
、
比
例
候
補
と
し
て
奮
闘

し
た
、
す
や
ま
初
美
党
愛
知
県
委
員

会
副
委
員
長
は
「『
タ
ッ
ク
ス
・
ザ
・

リ
ッ
チ
』
（
富
め
る
者
に
課
税
を
）

を
掲
げ
、
企
業
・
団
体
献
金
を
受
け

取
ら
な
い
日
本
共
産
党
だ
か
ら
こ

そ
、
国
民
生
活
を
支
え
る
政
策
を

堂
々
と
訴
え
ら
れ
る
。
一
緒
に
声
を

あ
げ
、
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

学
校
へ
と
低
年
齢
化
す
る
。
人

間
性
を
高
め
る
教
育
の
理
念
や

ゆ
と
り
あ
る
教
育
が
阻
害
さ
れ

る
。
人
口
減
少
を
想
定
し
少
人

数
学
級
へ
の
教
員
増
加
は
消
極

的
に
な
っ
て
い
る
。 

２ 

高
校
授
業
料
無
料
化
に
な
る

と
、
公
立
高
校
は
老
朽
化
も
あ

り
、
特
色
あ
る
私
学
へ
流
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

（
本
多
弘
司
・
住
み
よ
い
豊
田
を

創
る
会
） 

 

選挙終盤、新豊田駅前で訴えるもとむら候補

（当時） 


